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組合員募集中
お得な情報いっぱいのホームページに是非！一度アクセスしてみて下さい！！

新築・増改築・リフォーム・住まいの相談は

お気軽にお電話ください！！
０１２０-５０２-３９１に

研修・学習会などにご利用ください

ろ
ー
れ
ん
フ
ラ
ッ
シ
ュ　８月１日、枚方市内で関西外国語大学21世紀組合

裁判支援共闘会議の結成総会が開催。関西外大では、
労働条件改善に向けてたたかう労働組合敵視・組合
員差別が繰り返されてきました。スト権行使に対す
る処分を強行した大学に処分無効を求めています。

ス
ト
ラ
イ
キ
は

労
働
者
の
権
利

　８月10日・11日に吹田市のメイシアターで、第38回
「子どもたちの未来と平和を語る集い」を全教吹田や
市内の福保労分会などでつくる実行委員会が開催。

「軍隊をなくした国 コスタリカ」をテーマに、多くの
子どもたちが平和について考える場となりました。

平
和
に
つ
い
て

考
え
る
夏　
　

　大阪自治労連は、８月18日～19日に西日本豪雨
の被災地の一つ、倉敷市真備町にボランティア支援
行動へ。被災家族から聞き取った要望に応え、床下
の泥出しや庭の砂利取り、布団や家具を二階から降
ろす作業などを行いました。

「
役
に
立
ち
た
い
」と　
　

思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

　８月９日、京橋でカジノ問題を考える大阪ネット
ワークが宣伝行動を行いました。カジノ実施法が国
会を通過しましたが、大阪にも、日本にもカジノは
いらないと訴えました。シール投票ではほとんどの
人が「反対」に投票し、カジノNOが示されました。

た
た
か
い
は
こ
こ
か
ら　

～
カ
ジ
ノ
は
い
ら
ん
！
～

　８月４日～６日に大阪市内で第50回全国保育団
体合同研究集会が開催されました。福保労や自治労
連の仲間をはじめ、全国から研究者や保護者などが
参加しました。900人の子どもたちの「ごうけんは
じまるで！」の元気な声と歌声でスタート。子ども
の権利が保障され、子どもたちの笑顔輝く社会をめ
ざし、つなががろうと呼びかけられました。

輝
け
！
子
ど
も
の

い
の
ち
と
笑
顔　

　８月21日、大阪労連は大阪地方最低賃金審議会
総会が行われる会場前で早朝宣伝を行いました。マ
イクを握った仲間からは、審議会が８月２日に答申
した27円の引き上げでは、936円で1000円にも届
かず、格差と貧困の解消とはならず、最低賃金の大
幅引き上げと全国一律の最低賃金の必要性を訴えが
続きました。
　しかし、残念ながら総会では「答申通り」と最賃
27円の引き上げが決定しました。大阪労連は、引
き続き「８時間働けば普通に暮らせる賃金」とし
て、今すぐ1000円、目指せ1500円を掲げて、力強
く運動をすすめていきます。（写真は７月27日の最
賃大幅引き上げを求める座り込み）

最
低
賃
金
を
今
す
ぐ

１
０
０
０
円
に　
　

議 　 長 菅　　義人 生協労連大阪府連 新
副　議　長 荒田　　功 大阪自治労連 再

〃 小林　　優 大阪教職員組合 〃
〃 坂本　一朗 国労大阪地区本部 〃
〃 坂元　孝信 堺労連 〃
〃 福井　　勇 自交総連大阪地連 〃
〃 福岡　泰治 大阪医労連 新

事 務 局 長 嘉満　智子 大阪労連 〃
事務局次長 鴻村　　博 大阪自治労連 再

〃 中島　昌明 大阪医労連 〃
財 政 局 長 多久和令一 福保労大阪地本 新
幹 　 事 青山　一見 四條畷労連 新

〃 有田　洋明 大阪自治労連 再
〃 家串省三郎 岸和田労連 新
〃 池田　　潔 大阪国公 再
〃 岩井　繁和 大私教 〃
〃 海老原　新 化学一般関西地本 新
〃 大神　栄一 郵政産業ユニオン大阪府協 再
〃 岡本　　進 堺労連 〃
〃 荻田　　智 建交労大阪府本部 〃
〃 奥田　竹子 福保労大阪地本 〃
〃 川﨑　　隆 大阪自治労連 〃
〃 小寺　重光 年金者組合大阪府本 新
〃 小山　国治 大阪自治労連 再

２０18年度大阪労連役員体制 幹　　　事 志摩　　毅 大阪教職員組合 〃
〃 代喜　伸吾 大阪医労連 〃
〃 竹口　登美 全国一般大阪府本部 新
〃 竹村　博子 北区労連 再
〃 辻　　将城 国労大阪地区本部 〃
〃 土橋　　豊 生協労連大阪府連 〃
〃 寺田　将士 福保労大阪地本 〃
〃 遠近　照雄 豊中労連 〃
〃 中山　唯佳 河内長野労連 新
〃 西口　　亮 東大阪労連 再
〃 庭和田裕之 自交総連大阪地連 〃
〃 久松　博行 JMITU大阪地本 〃
〃 藤川　真人 大阪教職員組合 〃
〃 冨士野三男 豊中労連 〃
〃 藤原　邦昭 岸和田労連 〃
〃 前田　始彦 茨木労連 〃
〃 前村　和弘 全国一般大阪府本部 〃
〃 松島　照男 金融労連近畿地協 〃
〃 松本　英児 生協労連大阪府連 〃

会計監査 菊池　　弘 大阪国公 新
〃 山崎　　聡 大私教 再

特別幹事 中野　貴義 民放労連近畿地連 新
〃 河野　照宜 全港湾関西・阪神支部 再
〃 浦田　国男 全港湾関西・築港支部 〃
〃 鈴木まさよ 大阪労連 〃
〃 宮崎　　徹 大阪労連 新

　

８
時
間
働
け
ば
普
通
に
暮

ら
せ
る
職
場
と
社
会
の
実

現
、
そ
の
大
前
提
で
あ
る
日

本
国
憲
法
を
守
り
い
か
す
た

め
、
加
盟
組
織
の
み
な
さ
ん

と
力
を
合
わ
せ
て
運
動
方
針

を
実
践
し
、
大
阪
労
連
の
組

織
と
運
動
の
前
進
を
め
ざ
し

ま
す
。

　

定
期
大
会
で
は
、
３
０
０

０
万
人
署
名
の
推
進
を
柱
に

し
た
憲
法
闘
争
の
前
進
、
安

倍
政
権
打
倒
・
維
新
型
政
治

打
破
へ
の
決
意
が
多
く
語
ら

れ
ま
し
た
。
安
倍
政
権
に
よ

る
戦
争
す
る
国
づ
く
り
（
９

　

第
53
回
定
期
大
会
で
事
務

局
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
嘉

満
で
す
。
保
育
士
と
し
て
20

年
勤
務
し
、
医
労
連
で
の
専

従
を
経
て
、
大
阪
労
連
で
９

年
目
と
な
り
ま
す
。
単
産
と

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
大
阪

条
）、
格
差
と
貧
困
の
拡
大

や
社
会
保
障
の
削
減
（
25

条
）、
教
育
を
受
け
る
権
利

（
26
条
）、
勤
労
権
（
27
条
）

や
団
結
権（
28
条
）の
侵
害
。

安
倍
暴
走
政
治
と
一
体
化
し

た
維
新
の
会
に
よ
る
府
民
生

活
破
壊
と
都
構
想
・
カ
ジ
ノ

誘
致
。
こ
れ
ら
に
憲
法
を
守

り
い
か
す
た
た
か
い
で
対
峙

し
、
跳
ね
返
し
ま
し
ょ
う
。

オ
ー
ル
沖
縄
の
た
た
か
い

を
支
援
し
勝
利
し
ま
し
ょ

う
。
来
春
の
一
斉
地
方
選
、

夏
の
参
院
選
、
秋
の
府
市
ダ

ブ
ル
選
は
、
労
働
者
・
国
民

本
位
に
政
治
を
転
換
す
る
チ

ャ
ン
ス
で
す
。
労
働
者
の
要

求
を
高
く
掲
げ
、
職
場
要
求

実
現
と
、
市
民
と
野
党
の
共

闘
で
、
ま
と
も
な
職
場
と
社

会
を
実
現
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

労
連
の
役
割
を
発
揮
で
き
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
大
会
で
は
、

「
あ
た
り
前
の
日
常
活
動
や

働
き
手
を
増
や
す
こ
と
を
重

視
し
て
い
き
た
い
。」「
毎
月

の
幹
事
会
で
組
織
拡
大
を
追

求
し
、
６
月
末
現
勢
で
純
増

に
な
っ
た
。」「
各
分
会
で
対

話
を
強
め
、
学
び
と
行
動
で

つ
な
が
り
、
粘
り
強
く
加
入

を
訴
え
て
い
く
。」
な
ど
、

組
織
拡
大
・
強
化
の
現
状
を

受
け
止
め
、
教
訓
を
導
き
な

新
　
議
　
長

菅
　
　
義
人

新
事
務
局
長

嘉
満
　
智
子

ま
と
も
な
職
場
と
社
会
へ

仲
間
を
増
や
し
て
い
こ
う

が
ら
、
今
後
の
決
意
が
語
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
方
的

な
賃
金
カ
ッ
ト
に
対
す
る
た

た
か
い
や
労
働
者
代
表
を
勝

ち
取
る
と
り
く
み
な
ど
、
目

に
見
え
る
活
動
に
よ
り
、
組

合
員
を
１
・
８
倍
に
し
た
と

い
う
力
強
い
報
告
も
あ
り
、

「
見
え
る
、
聞
こ
え
る
、
実

感
で
き
る
」
活
動
が
加
入
へ

と
つ
な
が
る
確
信
と
な
り
ま

し
た
。
要
求
実
現
の
確
か
な

保
障
と
な
る
組
織
強
化
・
拡

大
を
運
動
の
中
心
に
据
え
、

労
連
共
済
を
大
き
く
！

　

毎
年
、
大
阪
労
連
共
済

の
拡
大
運
動
に
貢
献
さ
れ

た
組
織
が
顕
彰
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
は
、
１
位
・

大
阪
年
金
者
組
合
、
２
位

・
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
大
阪
地

本
、
３
位
・
全
国
一
般
大

阪
府
本
部
で
、
表
彰
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

北海道労連／秋田県労連／宮城県労連／福島県労連／埼労連／千葉労連／茨城労連／神奈川労連／山梨県労／長野県労連／富山県労連／静岡県評／愛労連／みえ労連／滋賀県労連／京都総評／奈労連／兵庫
労連／和歌山県地評／岡山県労連／広島県労連／山口県労連／しまね労連／高知県労連／徳島労連／香川県労連／福岡県労連／沖縄県労連／堺市長・竹山修身／大阪狭山市長・古川照人／貝塚市長・藤原龍
男／能勢町長・上森一成／和泉市長・辻宏康／羽曳野市長・北川嗣雄／枚方市長・伏見隆／八尾市長・田中誠太／島本町長・山田紘平／阪南市長・水野謙二／岸和田市長・永野耕平／藤井寺市長・國下和男
／寝屋川市長・北川法夫／河内長野市長・島田智明／熊取町長・藤原敏司／吹田市長・後藤圭二／泉南市長・竹中勇人／茨木市長・福岡洋一／摂津市長・森山正一／泉佐野市長・千代松大耕／泉大津市長・
南出賢一／岬町長・田代堯／高石町長・坂口伸六／高槻市長・濱田剛史／大阪府総合労働事務所長・藤井清／大阪市市民局ダイバーシティ推進室長・山本功人／明るい民主大阪府政をつくる会／大阪アジア
.アフリカ.ラテンアメリカ連帯委員会／大阪から公害をなくす会／大阪憲法会議／大阪自治体問題研究所／大阪商工団体連合会／大阪市をよくする会／大阪府歯科保険医協会／大阪府保険医協会／大阪平和
委員会／大阪民主医療機関連合会／大阪争議団共闘会議／（株）関西共同印刷所／（株）かんきょうＭＯＶＥ／関西勤労者教育協会／原水爆禁止大阪協議会／新日本婦人の会大阪府本部／自由法曹団大阪支部／
食糧を守り日本農業再建をすすめる大阪府民会議／全大阪消費者団体連絡会／全大阪生活と健康を守る会／総合社会福祉研究所／日本ベトナム友好協会大阪府連合／日本コリア協会・大阪／日中友好協会大
阪府連合会／日本科学者会議大阪支部／日本機関紙協会大阪府本部／日本国民救援会大阪府本部／農民組合大阪府連合会／非核の政府を求める大阪の会／民主法律協会

労
働
組
合
の
魅
力
・
役
割
を

伝
え
、
仲
間
を
増
や
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

ご苦労さま
でした

退任される
役員・
事務局員

川
辺　

和
宏
（
大
阪
医
労
連
）

金
田　

聖
子
（
福
保
労
大
阪
地
本
）

舛
田
佳
代
子
（
大
阪
教
職
員
組
合
）

宮
崎　
　

徹
（
化
学
一
般
関
西
地
本
）

岩
城　
　

伸
（
生
協
労
連
大
阪
府
連
）

東
中　
　

貢
（
全
国
一
般
大
阪
府
本
部
）

東
野　

明
治
（
枚
方
労
連
）

松
田

志
（
全
印
総
連
大
阪
地
連
）

三
崎　

英
規
（
年
金
者
組
合
大
阪
府
本
）

堀
川　

裕
之
（
大
阪
国
公
）

長
谷
川　

寿
（
民
放
労
連
近
畿
地
連
）

（
順
不
同
）

メッセージ

大会にメッセージ
を寄せて頂いた個
人・団体を紹介し
ます。（敬称略）




